
【短 報】 小動物

犬の角膜軟化症の1例
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図1．初診時眼所見

10

60



（図2）

mg kg BID

mg kg

mg kg mg kg

（図3）

（図4）

（図5）

（図6）

図2．角膜病変部擦過標本 図4．第16病日の眼所見（スリット像）

図3．第7病日の眼所見
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図5．第34病日の眼所見

図6．角膜形状所見の経時的変化
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眼瞼縫合を行う場合、抗生剤の全身投与や点眼の頻回投
与を行い、十分に感染を制御した後に処置を行うことが
重要と思われた。また、第16病日には、角膜実質の融解
が原因と思われる角膜の形状の変化に対し、鎮静下にお
いて瞬膜被覆術を行った。瞬膜被覆術は術式も簡便で、
広範囲なバンテージ効果を期待できる反面、点眼薬の角
膜への浸透性が悪く、被覆を行っている期間中の経過観
察を行うのが難しいという問題があるため［10］、処置を
行うにあたり、十分な飼い主へのインフォームドコンセ
ントが必要と思われた。
今回、角膜軟化症の犬に対し、様々な治療を行った結

果、幸運にも最小限の合併症にとどめることができた。
犬の角膜軟化症の治療に関する情報は常にアップデート
されているが、未だ治療法は確立されてはおらず、今後
も症例の集積と治療方法の検討が必要と思われる。
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